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公明党京都市会議員団ニュース

ミカタとは、市民の見方、くらしの味方という意味を表しています
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2月発行

発行人兼編集人／曽我  修

平成31年度・京都市予算編成に対する要望（要旨）
1 防災危機管理・安心安全
・平成３０年台風２１号で課
題となった倒木、停電など
の「風台風」の対策強化。
・救急搬送の増加に伴い、市
民が相談できる「救急安心
センター事業（＃７１１９）」
の導入。

2 行政運営・財政改革
・ＳＤＧｓ推進のための全庁体制の整備と市民への啓発
強化。
・文化庁の全面移転を推進するためのオール京都での
受け入れ体制の強化と新たな文化行政の推進。

3 産業・観光
・宿泊税の導入を活用し、観光客増加による混雑緩和な
ど、地域生活との調和を図る取り組みの推進。
・中小企業支援についての、事業承継、販路開拓、人材
確保などの各種支援策の充実。

4 環境・エネルギー
・「しまつのこころ条例」制定と「ごみ半減プラン」の策
定を踏まえ、着実なごみ減量の推進。
・食品ロス削減目標達成に向け、食べ残しゼロの全庁的
展開。

5 文化芸術・市民生活
・京都市美術館の再整備にあわせた文化芸術の振興と
京都文化の奥深い魅力の世界への発信。
・各区役所の機能強化と京都ならではの地域力を活か
した事業の推進。

6 福祉・子育て・教育
・国の幼児教育無償化の円滑な
導入に向けた体制整備。
・児童虐待対策について各種団
体との連携強化を図り、未然防
止、早期発見などの具体的施
策の推進強化。
・認知症対策での早期診断と患

者・家族への支援などの取り組み強化。
・障がい者「２４時間相談体制構築支援事業」の全市へ
の拡大。
・違法民泊の根絶と、民泊事業については地域と調和し
たものとなる取り組みの充実。

7 まちづくり
・高齢化社会に対応した
交通不便地域や生活
路線の確保など公共交
通対策の充実強化。
・民間の力を活かした、
公園の再整備事業の
推進。

8 交通・水道
・市バス・地下鉄などの利用しやすい環境整備と安全対
策の強化。
・市民生活の安心・安全に直結する上下水道の老朽配
水管の着実な更新。

　
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団
は
平
成
30
年

11
月
22
日
に
京
都
市
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

重
点
65
項
目
を
含
む
2
2
2
項
目
の
要
望

書
を
門
川
大
作
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

公
明
党
は
地
域
に
飛
び
込
み
、地
域
の
小

さ
な
声
を
聴
き
、多
様
な
人
々
に
寄
り
添
い
、

政
治
に
反
映
さ
せ
て
い
く「
1
0
0
万
人
訪

問
調
査
運
動
」を
全
国
で
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、明
確
に
な
っ
た
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、予
算
要
望
と
し
て
具
体
的
提
案
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

重
点
項
目
に
つ
い
て
は
①
地
震
に
よ
る
、ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
等
の
支
援
制
度
の
充

実
や
平
成
30
年
台
風
21
号
等
に
お
い
て
浮
き

彫
り
と
な
っ
た「
風
台
風
」の
対
策
強
化
な

ど
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。②
宿

泊
税
を
活
用
し
、観
光
客
増
加
に
伴
う
課
題

解
決
と
市
民
生
活
の
調
和
を
図
る
取
り
組
み

③
高
齢
者
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
世
代
に
対

す
る
更
な
る
支
援
。④
幼
児
教
育
無
償
化
に

対
応
し
た
体
制
の
整
備
⑤
文
化
庁
移
転
に
伴

う
京
都
の
活
性
化
と
文
化
行
政
の
新
た
な
推

進
。⑥
市
バ
ス・地
下
鉄
の
更
な
る
増
客
に
あ

わ
せ
、利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
充
実
。な

ど
京
都
市
の
活
性
化
と
市
民
生
活
向
上
に
力

点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

門
川
市
長
は「
公
明
党
議
員
団
の
提
案
に

つ
い
て
は
、生
活
者
目
線
に
た
っ
た
要
望
で
あ

り
実
現
へ
最
大
限
努
力
し
て
い
き
た
い
。」と

決
意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

本会議の代表質疑は2月25日、26日に行われ、公明党からは、曽我修議員（伏見区）、
青野仁志議員（中京区）、西山信昌議員（下京区）が2月26日に登壇します。
KBS京都テレビでも生放送の予定です。

２月議会が開会
（２月１9日～３月２０日）お知らせ

平
成
31
年
度

予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
書
を
提
出

平
成
31
年
度

予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
書
を
提
出

小さな声 を聴くチカラ。小さな声 をカタチへと！



認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

平
山
よ
し
か
ず
議
員
は
、

「
親
の
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
が
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
」「
親
は
日
常
生
活
に
困
ら

な
い
こ
と
か
ら
認
知
症
と
気

づ
く
こ
と
が
難
し
い
」と
、認

知
症
の
入
口
段
階
で
の
不
安
・

悩
み
を
抱
え
て
い
る
ご
本
人

と
ご
家
族
と
に
安
心
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、「
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」の
全

市
展
開
を
求
め
ま
し
た
。更

に
、活
動
意
欲
の
あ
る
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
が
地

域
で
認
知
症
の
人
を
支
え
る

こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
門
川
市

長
は「
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
」の
全
行
政
区
設

置
を
早
期
に
進
め
る
事
を
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

　

続
い
て
、市
民
に
と
っ
て
満

足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
の
た
め
に
、人
工
知

能
・
A
I
の
技
術
を
京
都
市

の
行
政
事
務
や
区
役
所
の
窓

口
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し
副
市
長
か
ら
は
、先
端

技
術
の
研
究
・
開
発
に
取
り

組
む
大
学
・
企
業
が
集
積
す

る
京
都
の
強
み
を
生
か
し
、

行
政
事
務
に
お
い
て
、議
事

録
作
成
や
市
民
と
の
対
話
型

質
問
回
答
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
挑
戦
し
て
い
く
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

2019年2月（2）公明党京都市会議員団ニュース

災
害
時
の

情
報
伝
達
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
9
月
4
日
に
発

生
し
た
台
風
21
号
を
例
に
あ

げ
、停
電
時
に
お
け
る
情
報

伝
達
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、検

証
を
行
う
べ
き
と
指
摘
し
ま

し
た
。こ
れ
に
対
し
門
川
市

長
は
停
電
発
生
時
の
情
報
伝

達
に
関
し
て
組
織
的
な
体
制

と
停
電
時
の
対
応
に
つ
い
て

具
体
的
に
検
討
す
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

避
難
所
に
お
け
る

ト
イ
レ
に
つ
い
て

　

現
在
、避
難
所
と
な
る
学

校
な
ど
で
災
害
用
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、そ
の
多
く
が
和
式
便

座
で
あ
る
事
に
つ
い
て
、高
齢

者
等
が
使
い
や
す
い
洋
式
化

に
す
べ
き
と
提
案
。副
市
長
は

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、既
存
の
和
式
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
に
簡
易
洋
式
便

座
を
上
置
き
す
る
手
法
も
含

め
、洋
式
化
に
も
取
り
組
む

と
答
え
ま
し
た
。

小
児
が
ん
の

早
期
発
見
に
つ
い
て

　

小
児
が
ん
の
１
つ
で
眼
の

が
ん
で
あ
る「
網
膜
芽
細
胞

腫
」に
つ
い
て
早
期
発
見
を

図
る
た
め
、網
膜
芽
細
胞
腫

の
特
徴
で
あ
る「
白
色
瞳
孔
」

や「
斜
視
」に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
写
真
な
ど
で
啓
発
し

て
い
く
べ
き
と
主
張
。副
市

長
は
京
都
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
は
ぐ
く
み
ア
プ
リ
に
写

真
を
掲
載
し
、全
て
の
は
ぐ

く
み
室
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
、早
期
発
見
の
啓
発
を
図

る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

外
国
人
労
働
者
と

留
学
生
の
増
加
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て

　

増
加
す
る
外
国
人
労
働
者

と
出
稼
ぎ
目
的
の
、い
わ
ゆ
る

「
出
稼
ぎ
留
学
生
」の
存
在
に

対
し
て
、就
労
状
況
や
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
の
実
態
調
査
を
行

う
こ
と
と
も
に
、情
報
提
供
や

生
活
相
談
の
支
援
を
す
べ
き

と
提
案
。門
川
市
長
は
外
国

人
労
働
者
の
雇
用
実
態
を
把

握
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
企
業
訪
問
等
を
実
施
す

る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

周
辺
区・地
域
に
お
け
る

公
共
交
通
網
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
に
あ
た
り
、「
持
続

可
能
な
都
市
構
築
プ
ラ
ン
」

だ
け
で
な
く
、公
共
交
通
網

の
計
画
が
そ
の
両
輪
に
な
る

べ
き
で
あ
り
、特
に
周
辺
区
・

地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
網

の
再
編
を
、本
市
が
主
体
性

を
も
っ
て
進
め
て
い
く
べ
き
と

主
張
。こ
れ
に
対
し
副
市
長

は
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た

公
共
交
通
網
の
整
備
に
努
め

る
と
答
え
ま
し
た
。

稲
荷
山
ト
ン
ネ
ル
の

交
通
対
策
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
４
月
よ
り
新
十

条
通
り
の
無
料
化
に
伴
い
、交

通
量
が
大
き
く
増
加
す
る
こ

と
を
見
越
し
、山
科
区
内
の
生

活
道
路
に
お
け
る
渋
滞
対
策

や
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す

た
め
に
交
通
規
制
や
道
路
改

良
な
ど
を
要
望
。副
市
長
か
ら

は
交
通
量
の
変
化
に
あ
わ
せ

た
道
路
改
良
を
進
め
る
と
と

も
に
、交
通
規
制
に
つ
い
て
も

京
都
府
警
と
協
議
し
取
り
組

む
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

代
表
質
問

代
表
質
問

●災害時の情報伝達について
●避難所のトイレについて
●建築物の耐震化について
●公園の再整備について
●小児がんの早期発見について

国本友利議員のおもな質問項目久保勝信議員のおもな質問項目

●パリ市との姉妹都市交流について
●外国人労働者と留学生の増加に
　向けた支援について
●新学習指導要領について
●地域福祉について
●周辺地域における公共交通網について
●稲荷山トンネルの交通対策について

京都市会本会議の代表質問で公明党
京都市会議員団は市民生活の向上の
ため、京都市政について質問と提言を
行いました。平成３０年９月議会では
平山よしかず議員（西京区）、国本友利
議員（左京区）、久保勝信議員（山科
区）、が１１月議会ではひおき文章議員
（北区）、大道義知議員（南区）が質問に
立ちました。

網膜芽細胞腫の
ポスター

市
民
生
活
の

向
上
を
目
指
し
て
！

横浜市のAIを活用した
ゴミ分別案内システム

●中期財政収支見通しに
　ついて
●認知症対策について
●ＡＩの活用について
●防災対策について

平山よしかず議員のおもな質問項目

無料化となる稲荷山トンネル

平
山 

よ
し
か
ず 

議
員 ﹇
西
京
区
﹈

ひ
ら  

や
ま

国
本 

友
利 

議
員 ﹇
左
京
区
﹈

く
に  

も
と
　

と
も  

と
し

久
保 

勝
信 

議
員 ﹇
山
科
区
﹈

く
　
　
ぼ

か
つ   

の
ぶ
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幼
児
教
育
の

無
償
化
に
つ
い
て

　

大
道
議
員
は
公
明
党
が
実

現
を
訴
え
て
き
た
幼
児
教
育

の
無
償
化
が
平
成
31
年
10
月

よ
り
本
格
実
施
さ
れ
る
こ
と

か
ら
円
滑
実
施
に
向
け
た
推

進
体
制
等
、今
後
の
取
り
組

み
方
針
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。こ
れ
に
対
し
市
長
は
幼

児
教
育
の
無
償
化
に
係
る
財

源
は
国
の
責
任
に
お
い
て
負

担
し
、保
育
の
質
の
確
保
向

上
を
図
る
こ
と
を
今
後
も
訴

え
、子
ど
も
に
と
っ
て
適
切
な

幼
児
教
育
・
保
育
の
場
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
む
と
答
弁
し
ま
し
た
。

発
達
障
が
い
児
等
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

続
い
て
、国
連
が
提
唱
す

る
S
D
G
ｓ
の「
誰
も
置
き

去
り
に
し
な
い
」と
の
根
本
理

念
を
踏
ま
え
、発
達
障
が
い

児
や
不
登
校
生
徒
に
対
し
て

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の

構
築
を
求
め
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し
副
市
長
は
個
別
支
援
フ

ァ
イ
ル
等
の
新
た
な
ツ
ー
ル

を
検
討
し
、生
涯
に
わ
た
り

す
べ
て
の
支
援
機
関
が
効
果

的
に
情
報
連
携
で
き
る
仕
組

み
を
早
期
に
構
築
し
て
い
く

と
答
え
ま
し
た
。

市
政
広
報
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
６
月
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ（
株
）が
京
都
に
技
術
開
発

拠
点
を
構
え
た
こ
と
を
踏
ま

え
、政
策
連
携
強
化
を
視
野

に
入
れ
た
、新
し
い
時
代
に
対

応
す
る
広
報
戦
略
を
再
構
築

す
べ
き
と
提
案
。門
川
市
長

は
L
I
N
E（
株
）と
包
括
的

な
連
携
協
定
を
締
結
し
、人

材
・
教
育
・
観
光
・
防
災
な
ど

の
政
策
分
野
で
市
政
の
課
題

解
決
を
図
り
、さ
ら
に
新
時

代
の
広
報
戦
略
を
推
進
す
る

と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

避
難
行
動
要
支
援
者
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

ひ
お
き
議
員
は「
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
」に
基
づ

く「
個
別
計
画
」を
確
実
に
策

定
し
、災
害
時
に
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、特
に
重
度

の
障
が
い
の
あ
る
方
等
を
対

象
に
、様
々
な
場
合
を
想
定

し
た
個
別
の
避
難
計
画
を
作

成
し
、運
用
し
て
い
く
こ
と
が

急
務
と
提
案
。門
川
市
長
は

重
度
の
方
へ
の
支
援
に
当
た
っ

て
は
、様
々
な
状
況
を
想
定
し

た
、き
め
細
か
な「
個
別
避
難

計
画
」が
必
要
で
あ
り
、普
段

利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
等
の

協
力
も
得
な
が
ら
、「
個
別
避

難
計
画
」の
策
定
に
、積
極
的

に
取
り
組
む
と
答
え
ま
し
た
。

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

に
つ
い
て

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、

災
害
廃
棄
物
の
排
出
方
法
等

に
関
す
る
周
知
が
遅
れ
た
こ

と
に
よ
り
、衛
生
面
等
の
生

活
環
境
の
悪
化
や
交
通
の
障

害
な
ど
、社
会
経
済
活
動
に

重
大
な
支
障
が
生
じ
る
な
ど

の
課
題
が
明
ら
か
と
な
り
、災

害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、災
害

廃
棄
物
を
ど
こ
に
出
し
た
ら

い
い
の
か
、市
民
の
皆
様
に
示

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
主

張
。こ
れ
に
対
し
、副
市
長
は

計
画
の
見
直
し
の
中
で
、災

害
廃
棄
物
の
分
別
・
排
出
方

法
や
排
出
場
所
の
周
知
の
あ

り
方
等
も
明
確
に
し
、市
民
・

事
業
者
の
皆
様
に
分
か
り
や

す
く
情
報
発
信
を
し
て
い
く

と
答
弁
し
ま
し
た
。

●幼児教育の無償化について
●市政広報について
●発達障がい児等に対する
　支援について
●定時制高校について

大道義知議員のおもな質問項目

●自治基本条例について
●避難行動要支援者に対する
　支援について
●災害廃棄物処理計画について
●国際博物館会議京都大会について
●消費税率引上げに向けた
　中小企業支援対策について

ひおき文章議員のおもな質問項目

福祉避難所訓練の様子

京都市トピックス！！

　京都市とLINE株式会社との

包括連携協定（12月10日協定

締結）の一環として、「京都市公

式LINE@」（アカウント名：京都

市）を12月10日から開始されま

した。

　「京都市公式LINE@」は、トー

ク画面に「市公式HP（京都市情

報館）」「観光HP（京都観光

Navi）」「防災HP（京都市防災危

機管理情報館）」へのリンクが

掲載され、各HPに手軽にアクセ

スできるほか、受信設定を行え

ば、京都市から随時配信される

「市政情報」や「観光情報」も受

け取れます。ぜひ、友だち登録

をしてみて下さい。

京都市公式LINE@を開始されました！

　平成31年1月15日から、マイナンバーカードを活用した各種証

明書の写しがコンビニエンスストアで取得できるサービスが開始

されました。

　土日・祝日や早朝・深夜でも近くのコンビニエンスストアのマル

チコピー機で住民票の写しなどの各種証明書を取得できます。

　利用できる方はマイナンバーカードをお持ちで、①京都市に住

民登録をされている方、②京都市に本籍地のある方のいずれか

に該当する方となります。

　利用方法はコンビニのマ

ルチコピー機にマイナンバー

カードをかざし画面の指示に

従って、簡単な操作をするだ

けです。（コンビニ店員を介し

ません。）

　ぜひ、ご利用下さい。

マイナンバーカードを活用した
各種証明書のコンビニ交付が開始1 2

友だち登録は
コチラから！

ひ
お
き 

文
章 

議
員 ﹇
北
区
﹈

ふ
み  

あ
き

大
道 

義
知 

議
員 ﹇
南
区
﹈

よ
し  

と
も

だ
い  

ど
う幼児教育無償化が実現へ

京都市公式LINE@

証明書証明書



　京都市と京都市社会福祉協議会、(株)セブン-イレブン・ジ
ャパンは10月に協定を結び、閉店や改装に伴い、在庫が発
生した加工食品や文具などを子ども食堂や福祉施設などに
無償で提供することになりました。
　食品ロスの削減や子どもの貧困対策に取り組む公明党京
都市会議員団は、平成30年11月16日、京都市社会福祉協議
会にて寄贈品の分配作業などの視察を行いました。
　今後、これらの取り組みがより一層広がるよう、努力してま
いります。

2019年2月（4）

みなさまの「ご意見」・「ご要望」などを
公明党京都市会議員団にお寄せください

公明党京都市会議員団ニュース

TEL:075(661)3755   FAX:075(661)5855
TEL : 075(222)3732
FAX : 075(212)3608

公明党京都市会 検索ホームページ：

京都いつでもコール
市政情報総合案内コールセンター 午前８時～午後９時（年中無休）

電子メール（以下のホームページから）

み な こ こ ごようは こ こ

パソコン http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/
 page/0000012821.html
携帯電話 http://www.city.kyoto.jp/koho/m/cc/

市の手続きや制度、イベント、施設に
関する問合せにお答えする窓口です。

左記の二次元コードから
携帯電話でアクセスでき
ます（一部機種除く）

電子メール： komei@lime.ocn.ne.jp

公明党京都市会議員団
の顔ぶれ
①期数　②委員会

①7期　
②総務消防委員会

北区

ひおき  文章
ふみ  あき

TEL ： 075-723-3967

①2期
②まちづくり委員会

左京区

国本  友利
とも  としくに   もと

TEL ： 080-９８０４-７８０２

①4期
②教育福祉委員会

山科区

久保  勝信
かつ  のぶく　  ぼ

TEL ： 075-591-0077

①2期
②文化環境委員会

中京区

青野  仁志
ひと　 しあお　の

TEL ： 090-8369-9953

①1期
②総務消防委員会

下京区

西山  信昌
のぶ まさにし  やま

TEL ： 075-746-2725

①4期
②産業交通水道委員会

右京区

湯浅  光彦
みつ   ひこゆ　 あさ

TEL ： 075-873-2501

①7期
②まちづくり委員会

南区

大道  義知
よし  ともだい  どう

TEL ： 075-921‐3172

①3期
②教育福祉委員会

西京区

平山  よしかず
ひら  やま

TEL ： 075-393-8806

①3期
②産業交通水道委員会

伏見区

𠮷田  孝雄
たか　 およし　 だ

TEL ： 080-9804-7801

①4期
②文化環境委員会

伏見区

曽我  修
おさむそ　 が

TEL ： 090-8934-4643

①1期
②産業交通水道委員会

伏見区

かわしま  優子
ゆう　こ

TEL ： 075-634-7178

　公明党京都市会議員団は平成30年9月4日に上陸した台
風21号の被害を受け、9月6日に植村副市長に門川市長宛て
の緊急要望書を提出しました。
　議員団として、被災住宅の再建を支援する京都市独自の
制度創設や倒木で通行不能となった生活道路の復旧などを
要請。また、倒木等による停電の早期解消とともに、市民に
情報が伝わらなかった事に対し、事業者と連携し対策を講じ
るとともに、台風21号の教訓を受け「風台風」への対策強化
を求めました。
　今後も公明党京都市会議員団は防災・減災対策に全力で
取り組んで参ります。

台風２１号被害を受け緊急要望！台風２１号被害を受け緊急要望！ コンビニの商品寄贈状況を視察コンビニの商品寄贈状況を視察

緊急要望書を提出 寄贈品の分配作業を視察


